
〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
七
年
四
月
二
七
日

千
葉
地
裁

請
求
一部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
人
年
四
月
二
七
日

東
十星
局
裁

請
求
一部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
瑕
疵
の
成
否
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
つ
に
、
回
避
可
能
性
が
あ
る
。
公
の
営

造
物
の
設
置
･
管
理
者
に
お
い
て
事
故
の
発
生
を
回
避
で

き
る
可
能
性
が
な
い
場
合
に
は
、
瑕
疵
が
な
い
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。

今
回
は
、
回
避
可
能
性
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
の
一

例
を
紹
介
す
る
。
本
件
は
、
道
路
管
理
者
が
崩
落
し
た
水

路
蓋
を
事
故
発
生
ま
で
に
復
旧
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
点
で
回
避
可
能
性
を
否
定
し
つ
つ
も
、
そ
も

三 ′, .
　

　
　 　 　

そ
も
、
当
該
損
壊
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

っ
た
と
し
て
、
回
避
可
能
性
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。

E

事
案
の
概
嚢

1

事
案
の
要
旨
等

1

被
控
訴
人

(原
告
A
)
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
、
B

市
内
の
B
市
市
道

(以
下

｢本
件
市
道
｣
と
い
う
。)

に
設
け
ら
れ
て
い
る
控
訴
人

(被
告
B
市
)
が
設
置
･

管
理
す
る
歩
道

(水
路
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
路
蓋

で
覆
っ
て
歩
道
の
一
部
と
し
て
い
る
歩
道
。
以
下

｢本

件
歩
道
｣
と
い
う
。)
を
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
水

路
蓋
六
枚
が
壊
れ
て
崩
落
し
て
い
た
た
め
、
水
路
に
自

転
車
ご
と
転
落
し
、
そ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
負
傷
し
た

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)。

本
件
は
、
被
控
訴
人
が
、
本
件
事
故
は
公
の
営
造
物

で
あ
る
本
件
歩
道
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
控
訴
人
に
対
し
、
国

家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ
き
、
治
療
費
、
休
業
損

害
、
逸
失
利
益
及
び
慰
謝
料
等
合
計
一
、五
九
七
万
八
、

九
六
八
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成

一
四
年

三
一月

六
日

(本
件
事
故
の
日
)
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法

所
定
の
年
五
分
の
割
合
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求

め
た
事
案
で
あ
る
。

2

原
判
決
は
、
控
訴
人
の
責
任
を
認
め
た
上
、
過
失

相
殺
し
、
控
訴
人
に
対
し
、
被
控
訴
人
に
一
、
一
〇
七

万
七
、四
七
四
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
を

支
払
う
よ
う
命
じ
、
被
控
訴
人
の
そ
の
余
の
請
求
を

棄
却
し
た
。

3

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
人
が
敗
訴
部
分
の
取
消
し
を
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求
め
て
控
訴
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

2

前
提
事
実

⑩

当
事
者

(略
)

②

本
件
事
故
の
発
生

歩
道
に
設
け
ら
れ
た
水
路
蓋
が
蹴
落
し
た
と
こ
ろ
に

園
嶬
薹
が
贓
落
し
た
事
讓
に
つ
い
て

道
路
の
管
理
職
癩
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
自
転
車
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
-道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



被
控
訴
人
は
、
以
下
の
内
容
の
事
故

(本
件
事
故
)
に

よ
り
負
傷
し
た
。

日
時
…平
成
一
四
年
二
一月
六
日
午
後
七
時
三
〇
分
こ

ろ

′

場
所
"本
件
市
道
は
、
B
市
C
町
四
六
六
番
地
付
近
で

は
ほ
ぼ
東
西
に
近
い
方
向
に
通
じ
て
い
る
が
、

本
件
事
故
は
、
同
番
地
先
の
本
件
市
道
の
南
側

部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る
本
件
歩
道
上
で
発
生

し
た

(以
下

｢本
件
事
故
現
場
｣
と
い
う
。)。

態
様
…被
控
訴
人
が
本
件
歩
道
を
自
転
車
に
乗
っ
て
D

町
五
丁
目
方
面

(東
方
)
か
ら
C
町
方
面

(西

方
)
へ
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
件
歩
道
に

設
置
さ
れ
て
い
た
水
路
を
覆
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
水
路
蓋
六
枚
が
壊
れ
て
崩
落
し
て
お
り
、

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
長
さ
約
三
m
、
幅
約
八

五
皿
に
わ
た
り
水
路
が
閉
口
し
て
い
る
状
態
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
被
控
訴
人
は
水
路
に
自
転

車
ご
と
転
落
し
た
。

③

本
件
歩
道
の
正
常
時
の
状
況

本
件
市
道
は
、
J
R
総
武
線
高
架
の
南
側
下
に
あ
る
片

側
一
車
線
、
幅
員
約
一
三
･
四
m
の
道
路
で
あ
り
、
本
件

歩
道
は
そ
の
南
側
部
分
に
設
置
さ
れ
た
幅
員
約
二
･
七
m

の
歩
道
で
あ
る
。

本
件
歩
道
に
は
、
幅
員
約
二
･
七
m
の
う
ち
の
車
道
側

部
分
に
深
さ
約
一
･
0
五
m
、
内
側
の
幅
約
八
五
皿
の
U

字
溝
が
あ
り
、
U
字
溝
の
上
端
部
の
棚
状
部
分

(そ
の
幅

は
約
一
･
二
m
で
深
さ
約
一
0
m
)
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
水
路
蓋

(約
一
･
二
m
×
約
五
〇
皿
×
約
一
○
凹

が

は
め
込
ま
れ
る
形
で
架
け
ら
れ
て
い
た
。

㈲

被
控
訴
人
の
負
傷
と
治
療
の
経
緯

(略
)

3

争
点
及
び
原
審
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張

本
件
の
主
要
な
争
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

控
訴
人
の
責
任
原
因

②

被
控
訴
人
の
後
遺
障
害
の
程
度

(略
)

③

過
失
相
殺
の
当
否

(略
)

④

本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
被
控
訴
人
の

損
害
の
額

(略
)

原
審
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
は
、
原
判
決
の
事
実
及

び
理
由
の
二

2
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用

す
る

(略
)。

4

当
審
に
お
け
る
控
訴
人
の
主
張

控
訴
人
の
当
審
に
お
け
る
主
張
は
、
原
判
決
の
認
定
判

断
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二

(当
裁
判
所

の
判
断
)
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
摘
示
し
、
あ
る
い
は
そ

の
主
張
を
踏
ま
え
て
、
判
断
を
加
え
る
。

二

争
点
に
対
す
る
判
断

1

争
点
①

(控
訴
人
の
責
任
原
因
)
に
つ
い
て

の

本
件
市
道
の
管
理
等
に
関
す
る
事
実
関
係

各
項
中
に
掲
記
し
た
各
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ

れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

･
イ

(略
)

ウ

控
訴
人
は
、
上
記
ア
･
イ
の
工
事
後
、
設
置
さ

れ
た
水
路
蓋
を
全
面
的
に
入
れ
替
え
る
と
い
う
工

事
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
補
修
を
必
要
と
す
る
水

路
蓋
が
生
じ
た
場
合
に
、
当
該
水
路
蓋
の
み
を
取

り
外
し
て
新
た
に
設
置
し
又
は
修
繕
を
す
る
と
い

う
個
別
の
処
置
を
し
て
き
た
。

エ

控
訴
人
は
、
控
訴
人
の
パ
ト
ロ
ー
ル
班
、
一
般

市
民
、
道
路
安
全
推
進
モ
ニ
タ
ー

(
一
般
市
民
等

に
委
嘱
)
及
び
郵
便
局
局
員
の
報
告
等
に
よ
り
、

損
壊
す
る
な
ど
し
て
補
修
を
必
要
と
す
る
に
至
っ

た
水
路
蓋
の
発
見
に
努
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
補

修
を
必
要
と
す
る
水
路
蓋
が
発
見
あ
る
い
は
報
告

さ
れ
た
場
合
に
は
、
控
訴
人
の
職
員
が
現
場
に
行

っ
て
確
認
し
た
上
、
破
損
等
の
状
況
に
応
じ
て
、

市
役
所
内
で
簡
単
な
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
直

営
班
に
補
修
さ
せ
る
か
、
業
者
に
依
頼
し
て
補
修

さ
せ
る
か
の
い
ず
れ
か
の
処
理
を
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
対
策
に
よ
り
、
本
件
歩
道
近
く
の
水

路
蓋
の
異
常
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
さ

れ
、
そ
の
都
度
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
補
修
さ
れ
て

き
た
。
以
下
は
報
告
の
日
時
、
異
常
が
あ
っ
た
場

所
及
び
報
告
の
内
容
で
あ
る
。
年
度
は
い
ず
れ
も

平
成
で
あ
る
。

七
年

九
月
二
四
日

C
町
三
八
一

水
路
蓋
の
破
壊

八
年

三
月
一
八
日

C
町
五
一
〇

水
路
蓋
四
枚
の
落
下

四
月

九
日

E
町
七
〇
六

路
肩
の
U
字
溝
が
間
口

七
月

二
日

E
町
五
一
五

水
路
蓋
の
割
れ

九
月

四
日

E
町
五
一
九

水
路
蓋
の
崩
落

二

年
一
一
月

四
日

C
町
五
一
〇

水
路
蓋
の
破
損

一
二
月

七
日

C
町
五
三
一

水
路
蓋
の
破
損

一
一
一月
二
一
日

E
町
五
一
五

水
路
蓋
の
破
損
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一
二
年

四
月

三
日

E
町
六
八
四
-
二

U
字
溝
の
蓋
の
破
壊

六
月

六
日

E
町
六
八
四
ー
二

側
溝
の
蓋
が
歯
抜

け
状
で
あ
っ
た
た

め
蓋
を
架
け
る
よ

う
要
求

七
月

三
日

E
町
六
五
三

U
字
溝
の
蓋
の
破
壊

七
月
二
六
日

C
町
五
一
〇

水
路
蓋
二
枚
の
交
換

八
月
一
〇
日

E
町
六
八
四

U
字
溝
の
蓋
の
破
損
、
薄

蓋
五
、
六
枚

九
月

四
日

E
町
五
一
五
-

一

水
路
蓋
二
枚
の
破
損

二

月
一
四
日

E
町
五
一
五
-

-

水
路
蓋
二
枚
の
破

損
壊

一
三
年

一
月

五
日

E
町
六
八
四
-
二

U
字
溝
の
蓋
の
破
損

一
四
年

八
月
二
八
月

C
町
六
一
三
-
-

側
溝
蓋
の
破
損

一
〇
月

三
日

C
町
五
三
0
-

一

水
路
蓋
の
が
た
つ
き

一
二
月

九
日

C
町
四
六
五
-

一

水
路
蓋
の
が
た
つ
き

な
お
、
水
路
蓋
の
破
壊
が
複
数
回
発
生
し
て
い

る
場
所
は
、
い
ず
れ
も
車
両
が
歩
道
を
横
切
っ
て

路
外
に
出
入
り
す
る
施
設
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。

オ

本
件
歩
道
の
脇
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培

を
営
む
者
が
お
り
、
同
人
等
の
運
転
す
る
軽
ト
ラ

ッ
ク
や
農
作
業
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
日
常
的
に

本
件
歩
道
を
経
て
車
道
と
農
園
と
の
間
を
往
来
し

て
お
り
、
ま
た
、
付
近
に
は
畑
も
あ
っ
た
の
で
、

同
様
の
往
来
が
あ
っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

控
訴
人
は
、
本
件
水
路
蓋
崩
落
の
あ
っ
た
場
所

と
の
関
連
を
指
摘
し
て
こ
の
事
実
を
争
う
が
、
付

近
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
経
営
者
等
が
崩
落
し
た
箇

所
を
含
め
本
件
歩
道
を
往
来
し
て
い
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

が
通
常
の
業
務
に
お
い
て
収
集
し
た
道
路
の
損
壊

力

本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
施
工
時
に
お
け
る
ひ
び

等
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
毎
週
月
曜
日
に
通
｢
し

割
れ
荷
重

(ひ
び
が
初
め
て
入
る
荷
重
)
は
、
一

鯖
当
た
り
一
、
一
〇
〇
鱈

(約
一
〇
･
七
九
キ
ロ
ニ

ュ
ー
ト
ン
)
で
あ
り
、

一
寸
当
た
り

一
、
八
〇
〇
舵

の
荷
重
が
掛
け
ら
れ
た
段
階
で
破
壊
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

キ

本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道
と
車
道
と
の
高
低

差
は
、
約
二
0
m
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
車
道
の
本
件
歩
道
に
接
す
る
付
近
に

は
土
が
堆
積
し
て
い
て
本
件
歩
道
と
車
道
と
の
段

差
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
車
道
の
土

砂
が
堆
積
し
た
こ
と
に
も
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
同
時
に
日
ご
ろ
か
ら
自
動
車
等
の
通
行
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
大
型
自
動
車
等
が
本
件
歩
道
と
車
道
に

ま
た
が
る
形
で
走
行
し
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

ク

控
訴
人
は
、
以
下
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
た
。

の
毎
月
第
二
木
曜
日
に
、
お
お
む
ね
六
班
に
分
か

れ
て
、
車
両
で
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

の

の
と
は
別
に
、
市
民
等
か
ら
の
通
報
が
あ
る

と
、
直
ち
に
パ
ト
ロ
ー
ル
に
向
か
う
。

③
市
民
一
0
0
人
程
度
を
上
限
と
し
て
、
道
路
安

全
推
進
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、
適
宜
、
道
路
状
況

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
求
め
る
。

⑭

郵
便
局
の
協
力
を
得
て
、
郵
便
局
の
外
務
職
員

等
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
毎
週
月
曜
日
に
通
報
し

て
も
ら
う
。

ケ

本
件
歩
道
脇
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
を
営
む

者
は
、
本
件
事
故
の
あ
っ
た
平
成
一
四
年
一
二
月

六
日
の
午
後
五
時
三
〇
分
な
い
し
午
後
六
時
こ
ろ

現
場
を
離
れ
て
帰
宅
し
た
が
、
本
件
歩
道
の
崩
落

に
気
が
付
か
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
崩

落
し
て
い
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

コ

控
訴
人
は
、
本
件
事
故
後
に
本
件
事
故
発
生
の

報
告
を
受
け
て
初
め
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の

崩
落
を
知
っ
た
。

②

本
件
歩
道
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

上
記
◎
の
事
実
及
び
前
記

一
2
の
前
提
事
実
を
基
に
、

被
控
訴
人
の
主
張
に
つ
い
て
順
次
検
討
す
る
。

ア

本
件
歩
道
の
設
置
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て

の
本
件
歩
道
の
未
舗
装
、
水
路
蓋
の
安
全
性
の
欠

如
に
つ
い
て

a

被
控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
は
道
路
構
造
令
二

十
三
条
に
定
め
る
舗
装
が
さ
れ
て
い
な
い
と
主

張
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
歩
道
の
よ
う
に
水
路
上

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
蓋
を
し
て
歩
道
と
し
た

も
の
に
つ
い
て
ま
で
、
道
路
構
造
令
が
規
定
す

る
通
常
の
舗
装
を
す
べ
き
も
の
と
は
い
い
難
い

(な
お
、
水
路
に
蓋
を
設
置
し
て
歩
道
と
す
る

こ
と
が
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
と
も
解
さ
れ
な

い
。)
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
水
路
蓋
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
応
表
面
が
平
滑
に
さ
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れ
、
雨
水
等
が
た
ま
ら
な
い
状
態
に
さ
れ
て
い

た
と
認
め
ら
れ
る
。

て
、
通
常
の
歩
行
に
耐
え
る
強
度
を
備
え
た
と

い
う
点
で
は
、
歩
道
の
舗
装
と
同
視
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
件
の
よ
う
な
水
路
蓋
を
設
置
し

た
歩
道
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
本
来
備
え
る
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
設

置
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
安
全
性
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

通
常
の
舗
装
す
べ
き
歩
道
が
路
盤
に
支
持
さ
れ

て
お
り
、
表
層
が
破
損
又
は
破
壊
し
て
も
本
件

の
よ
う
な
転
落
事
故
が
起
こ
る
余
地
は
な
い
の

に
対
し
、
本
件
歩
道
の
場
合
に
は
、
水
路
に
架

け
ら
れ
た
水
路
蓋
が
損
壊
し
て
崩
落
し
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
本
件
歩
道
を
通
行
す
る
者
が
水

路
内
に
転
落
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
、

そ
の
安
全
性
の
基
準
は
、
通
常
の
歩
道
の
舗
装

以
上
に
厳
格
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
橋

･
高
架
の
自
転
車
道
の
設
置

の
際
に
基
準
と
さ
れ
る
活
荷
重
は
、
床
版
及
び

床
組
を
設
計
す
る
場
合
は
、
一
ぱ
当
た
り
五
〇

〇
蛇
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
歩
道
の
安

全
性
の
検
討
に
関
し
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、

本
件
歩
道
に
用
い
ら
れ
た
水
路
蓋
は
、
平
板
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ひ
び

割
れ
荷
重
は
一
話
当
た
り
一
、
一
〇
〇
蟷
、
破

壊
に
至
る
荷
重
は
一
話
当
た
り
一
、八
〇
〇
蝮

で
あ
る
か
ら
、
上
記
基
準
を
一
応
満
た
し
て
い

1b

し
か
し
、
本
件
歩
道
は
、
車
道
と
本
件
歩
道

と
を
隔
て
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
そ
の
他
の

措
置
が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農

業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
日
常
的
に
通
行
し
、

ま
た
、
大
型
自
動
車
等
が
本
件
歩
道
と
車
道
と

に
ま
た
が
る
形
で
走
行
あ
る
い
は
駐
車
す
る
こ

と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
本
件
市
道

を
管
理
す
る
控
訴
人
と
し
て
も
、
当
然
、
上
記

の
状
況
を
知
り
又
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
べ
き
と
こ
ろ
、
水
路
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

蓋
を
架
け
る
形
で
歩
道
を
構
築
す
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
予
測
し
て
、
大
型
車
が

乗
っ
た
場
合
の
荷
重
に
も
耐
え
ら
れ
る
水
路
蓋

を
架
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
は
、
本
件
歩
道
と
車

道
と
を
隔
て
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
自
動
車
が
本
件
歩
道
上
を
通
行

し
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
手
段
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
件
歩
道
の
水
路
部
分
は
、
上
記
の
と
お
り

一
話
当
た
り

一
、
八
〇
0
電
の
荷
重
が
掛
か
る

こ
と
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
四
輪
自
動
車
の
場
合
、
一
輪
当
た
り

の
接
地
面
積
を
○
･
五
髭
と
仮
定
す
る
と
、
計

算
上
三
、
六
〇
〇
箱
の
自
動
車
で
一
輪
に
掛
か

る
荷
重
が
ち
m
当
た
り
一
、八
〇
〇
蛇
と
な
り
、

こ
れ
を
超
え
る
重
量
の
自
動
車

(四
t
車
等
)

が
本
件
歩
道
を
走
行
す
れ
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
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製
水
路
蓋
が
破
壊
さ
れ
て
崩
落
す
る
可
能
性
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る

(車
輪
の
接
地
面
積
は
上

記
よ
り
小
さ
い
可
能
性
が
あ
り
、
よ
り
小
さ
い

場
合
に
は
一
話
当
た
り
に
掛
か
る
荷
重
は
よ
り

大
き
く
な
る
か
ら
、
よ
り
重
量
の
小
さ
い
自
動

車
で
も
水
路
蓋
が
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
生
ず

る
。
ま
た
、
車
両
が
本
件
歩
道
を
通
過
等
す
る

際
に
は
、
そ
の
揺
れ
等
に
よ
り
一
時
的
に
一
輪

に
大
き
な
荷
重
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か

ら
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
上
記
の
想
定
よ
り

軽
量
の
車
両
で
も
水
路
蓋
が
崩
落
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
経
年
に
よ
る
劣
化
が
加
わ
れ
ば
、
一

層
崩
落
の
可
能
性
は
高
ま
る
。)。

そ
し
て
、
前
記
の
と
お
り
、
現
実
に
も
、
本

件
歩
道
に
近
接
す
る
歩
道
の
水
路
蓋
が
崩
落
し

た
事
実
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
考
慮

す
る
と
、
上
記
程
度
の
設
計
値
を
も
っ
て
、
舗

装
に
代
え
て
水
路
蓋
を
設
置
す
る
の
で
は
本
件

歩
道
の
通
行
の
安
全
性
を
満
た
し
た
も
の
と
は

認
め
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
歩
道
の

設
置
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

の
道
路
付
属
物
の
不
設
置
に
つ
い
て

a

街
灯
に
つ
い
て

本
件
歩
道
の
崩
落
し
た
水
路
蓋
の
あ
っ
た
箇

所
付
近
に
は
、
街
灯
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
約

四
0
m
離
れ
た
二
つ
の
街
灯
の
中
間
に
位
置
し



て
お
り
、
そ
の
近
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の

年
劣
化
に
よ
り
、
破
損
又
は
が
た
つ
き
を
生
じ

程
度
劣
化
し
、
あ
る
程
度
大
型
の
自
動
車
が
本

電
灯
の
明
か
り
が
届
き
、
ま
た
、
J
R
総
武
線

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
水
路
蓋

件
歩
道
の
水
各
挫
に

こ
り

げ
た
場
合
に
は
、

の
沿
線
に
位
置
す
る
か
ら
線
路
の
明
か
り
も
届

く
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
夜
間
で
あ
っ
て
も
、

本
件
歩
道
の
状
況
が
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
街
灯
の
設
置
に
関
し
、

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

b

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
つ
い
て

本
件
事
故
当
時
、
本
件
歩
道
と
車
道
と
の
間

に
は
約
二
〇
皿
の
高
低
差
が
あ
っ
た
が
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
経
営
者
等
の
使
用
す
る
軽
ト
ラ

ッ
ク
や
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
車
道
か
ら
本

件
歩
道
に
乗
り
入
れ
、
ま
た
、
大
型
自
動
車
等

が
本
件
歩
道
と
車
道
と
に
ま
た
が
っ
て
走
行
し

又
は
駐
車
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
、
水
路

蓋
の
強
度
を
大
型
自
動
車
等
の
荷
重
に
耐
え
る

も
の
と
し
な
い
場
合
に
は
、
控
訴
人
に
は
、
本

件
歩
道
と
車
道
と
を
隔
て
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

の
道
路
付
属
物
を
設
置
す
る
等
、
歩
道
の
通
行

を
防
止
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
義
務
が
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

イ

本
件
歩
道
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て

の
水
路
蓋
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

a

本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
崩
落
は
、
以
下
の
と

お
り
、
水
路
蓋
の
経
年
劣
化
が
寄
与
し
た
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

⑮
上
記
=
エ
の
と
お
り
、
本
件
歩
道
に
近
接
す

る
側
溝
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
水
路
蓋
が
経

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
水
路
蓋

と
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
と
は
ほ
ぼ
同
年
代
に
設

置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
件
歩

道
の
水
路
蓋
も
同
様
に
経
年
劣
化
し
て
い
た
も

の
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

控
訴
人
は
、
上
記
の
水
路
蓋
は
、
本
件
の
水

路
蓋
と
は
形
状
も
設
置
場
所
も
異
な
る
な
ど
と

し
て
、
経
年
劣
化
の
事
実
を
争
う
が
、
ど
の
よ

う
に
異
な
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
上
記
=

エ
の
事
実
か
ら
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
も
経
年
劣

化
し
て
い
た
と
推
認
す
る
こ
と
は
、
何
ら
経
験

則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
上
記
=

エ
は
、
C
町
及
び
E
町
の
み
の
件
数
で
あ
り
、

そ
の
中
で
生
じ
た
前
記
の
破
損
、
が
た
つ
き
等

は
、
決
し
て
少
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

⑮
本
件
歩
道
に
続
く
J
R
総
武
線
沿
い
の
歩
道

で
水
路
蓋
の
破
壊
が
複
数
回
発
生
し
て
い
る
場

所
と
し
て
、
F
マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
出
入
り
口

前
、
J
R
東
日
本
G
変
電
所
前
、
中
古
車
売
場

前
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
所
は
、
い
ず
れ
も

車
両
の
出
入
り
の
多
い
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

本
件
歩
道
の
場
合
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
経

営
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
し
て
本
件
歩
道
を
日
常
的
に
通
行
し
て
い

た
か
ら
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
は
、
か
な
り
の

件
歩
道
の
水
路
蓋
に
乗
り
上
げ
た
場
合
に
は
、

水
路
蓋
が
破
損
し
て
崩
落
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
態
で
あ
っ
た
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
に
鉄
筋
が

入
っ
て
い
た
こ
と
、
以
前
修
理
が
さ
れ
た
経
緯

が
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
経
年
劣
化
の

事
実
を
争
う
が
、
控
訴
人
の
指
摘
す
る
事
実
か

ら
経
年
劣
化
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

⑯
そ
し
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
が
一
挙
に
六

枚
も
崩
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
型

自
動
車
等
が
本
件
歩
道
上
を
通
行
し
た
こ
と
に

よ
り
水
路
蓋
に
荷
重
が
か
か
り
、
こ
れ
に
上
記

⑩
、
⑮
の
よ
う
に
水
路
蓋
が
経
年
劣
化
し
て
い

た
こ
と
が
加
わ
っ
て
水
路
蓋
が
崩
落
し
た
も
の

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

⑮
控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
か
ら
約
八
〇
0
m
離

れ
た
箇
所
に
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
を
設
置
し
た

の
と
同

一
の
請
負
業
者
が
昭
和
五
五
年
に
設
置

し
た
同
一
規
格
の
水
路
蓋
に
つ
き
、
載
荷
試
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ひ
び
割
れ
荷
重
が
約

一
二

･
四
人
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
あ
り
、
設
置

時
の
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
ひ
び
割
れ
荷
重
で

あ
る

一
〇

･
七
九
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
よ
り
も
む

し
ろ
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
年
劣
化
の

度
合
い
は
極
め
て
微
少
で
あ
る
旨
を
主
張
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
試
験
の
対
象
と
な
っ
た
水
路
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蓋
の
あ
っ
た
場
所
は
、
本
件
歩
道
の
よ
う
な
J

R
総
武
線
沿
線
で
は
な
く
、
南
に
入
っ
た
幅
員

の
狭
い
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
自
動
車
や
自
転
車
が
そ
の
上
を
通
行
す

る
頻
度
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
こ

れ
と
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
と
を
同
列
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
も
経
年

劣
化
の
度
合
い
が
微
少
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
か
ら
、
控
訴
人
の
こ
の
点
で
の
主
張
も
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

b
④

控
訴
人
は
、
水
路
蓋
が
六
枚
も
崩
落
し
て
い

た
と
い
う
事
実
か
ら
、
通
常
は
働
か
な
い
よ
う

な
過
大

(過
重
)
な
力
が
作
用
し
た
も
の
で
あ

る
と
主
張
す
る
が
、上
記
ア
で
認
定
の
と
お
り
、

本
件
水
路
蓋
は
四
t
車
程
度
の
大
型
自
動
車
が

通
行
し
て
も
崩
落
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た

も
の
で
あ
り
、
本
件
歩
道
の
自
動
車
等
の
通
行

状
況
に
か
ん
が
み
る
と
、
予
測
不
可
能
な
過
大

な
力
が
作
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
水
路
蓋
が
崩

落
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の

点
の
控
訴
人
の
主
張
は
、採
用
の
限
り
で
な
い
。

⑮
控
訴
人
は
、
当
審
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お

り
主
張
す
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
水
路
蓋
が
約
三
m
に
わ

た
り
六
枚
も
連
続
し
て
、
内
部
の
鉄
筋
と
と
も

に
ほ
ぼ
真
ん
中
で
分
断
さ
れ
崩
落
し
て
お
り
、

ま
た
本
件
事
故
現
場
周
辺
に
は
車
両
の
塗
料
な

ど
の
付
着
も
な
く
、
車
両
が
落
ち
込
ん
だ
形
跡

も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
水
路
蓋
の
崩
落

の
原
因
は
、
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
た
大
型
の

鋼
材
の
よ
う
な
重
量
物
を
誤
っ
て
地
上
へ
落
下

さ
せ
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
故
は
予
測
不
可
能
で

あ
る
か
ら
、
控
訴
人
の
管
理
義
務
の
範
囲
を
超

え
た
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
道
路

管
理
上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

控
訴
人
は
、
以
上
の
よ
う
に
主
張
す
る
が
、

①
控
訴
人
の
想
定
す
る
よ
う
な
重
量
物
の
落
下

が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
直
ち
に
警
察

あ
る
い
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
控
訴
人
に
通
報

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
形
跡
は
な

い
こ
と
、
②
そ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
車
道
に
も
そ
れ
な
り
の
痕
跡
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
等
に
照
ら
し
、
控
訴
人
の
想
定
は
観
念

的
な
想
定
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
前
記
の
と
お
り
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
等
が
本
件
歩
道
を
通
行
す
る
可
能
性

は
予
測
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
件
水
路

蓋
の
崩
落
状
況
に
か
ん
が
み
て
も
、
そ
の
崩
落

が
そ
う
し
た
予
測
可
能
な
事
態
に
よ
る
も
の
で

な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

c

控
訴
人
は
、
過
去
の
補
修
歴
か
ら
み
て
、
本

件
歩
道
に
お
け
る
崩
落
に
つ
い
て
予
見
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
、そ
の
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
上
記
ア
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も
本

件
歩
道
の
水
路
蓋
を
設
置
す
る
に
際
し
、
大
型

自
動
車
等
の
本
件
歩
道
内
へ
の
乗
入
れ
等
を
予

測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
上
、
本
件
歩
道

に
続
く
J
R
総
武
線
沿
線
の
C
町
五
三
〇
ー

一

の
水
路
蓋
に
お
い
て
、
本
件
事
故
の
約
二
ヵ
月

前
で
あ
る
平
成
一
四
年
一
〇
月
三
日
、
が
た
つ

き
が
発
生
し
、
ま
た
、
C
町
及
び
そ
れ
と
隣
接

す
る
E
町
に
お
い
て
も
上
記
=
エ
の
と
お
り
補

修
歴
が
あ
り
、
デ
ー
タ
の
そ
ろ
っ
た
平
成
一
二

年
に
限
っ
て
も
七
件
の
水
路
蓋
に
異
常
が
生
じ

て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
前
記
の
エ
の
と
お
り
、
J
R

総
武
線
沿
線
に
設
置
さ
れ
た
水
路
蓋
で
車
両
の

多
い
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
の
補
修
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本

件
歩
道
に
お
い
て
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
経

営
者
が
日
常
的
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業
用
ト
ラ

ク
タ
ー
等
を
乗
り
入
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
経
過
か
ら
す
れ
ば
、控
訴
人
は
、

お
お
む
ね
同
時
期
に
設
置
さ
れ
た
水
路
蓋
が
経

年
劣
化
し
て
壊
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
し
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
に
つ
い
て
も
一

定
の
外
力
が
加
わ
れ
ば
崩
落
の
危
険
性
が
あ
っ

た
こ
と
及
び
大
型
自
動
車
等
が
本
件
舗
道
上
に

乗
り
上
げ
て
一
定
の
外
力
が
水
路
蓋
に
加
え
ら

れ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
、
本
件
歩
道
上
の
水
路
蓋
の
崩



落
が
予
測
不
可
能
で
不
可
抗
力
で
あ
る
と
い
え

い
え
な
い
。

る
状
態
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

e

ま
た
、
州

よ
っ
て
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
崩
落
が
予

測
不
可
能
で
あ
り
、
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る
旨
の
控
訴
人
の
主
張
は
、
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

d

控
訴
人
は
、
当
審
に
お
い
て
、
歩
道
上
を
車

両
が
通
行
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
歩
道
と
車
道
と
の
間
に
は
約
二

0
m
の
段
差
が
あ
る
こ
と
、
路
外
に
車
両
が
進

入
す
る
施
設
が
な
い
こ
と
、
実
際
に
は
本
件
事

故
前
に
大
形
自
動
車
が
歩
道
と
車
道
と
を
ま
た

が
る
形
で
通
行
な
い
し
駐
車
し
て
い
た
事
実
が

あ
っ
た
と
の
証
拠
が
な
い
こ
と
等
を
挙
げ
て
、

控
訴
人
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
ま
で
予
測
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
予
測
す
べ
き
義
務
は
な
か

っ
た
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
大

型
車
の
通
行
等
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い

し
、
段
差
も
通
行
を
不
可
能
と
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い

(農
業
用
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
ラ
ク

タ
ー
が
現
実
に
通
行
し
て
い
た
こ
と
は
前
記
の

と
お
り
で
あ
る
。)。
ま
た
、
路
外
に
施
設
が
な

い
と
し
て
も
、
車
道
と
歩
道
を
ま
た
が
る
形
で

走
行
な
い
し
駐
車
す
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る

し
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
に
つ
い
て
は
報
告
等
の

対
象
と
な
る
事
態
で
な
い
か
ら
、
証
拠
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
は

に
お
い
て
は
結
果
回
避
可
能
性
が
な
か
っ
た
と

e

ま
た
、
控
訴
人
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り

十
分
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
状
況
を
管
理
し
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
市
道
の
安
全
を
確
保

し
て
い
た
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
本
件
歩
道
に
大
型
自
動
車
等
が
進

入
し
、
通
行
又
は
駐
車
を
す
れ
ば
本
件
歩
道
の

水
路
蓋
が
破
損
し
て
崩
落
す
る
こ
と
は
専
門
家

で
な
く
と
も
予
測
で
き
る
も
の
で
あ
り
(現
に
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
所
有
者
は
、
本
件
歩
道
の

水
路
蓋
が
六
枚
崩
落
し
た
こ
と
に
つ
き
大
型
自

動
車
で
も
乗
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
旨
陳
述
し
て
い
る
。)、
上
記
の
よ
う
な
パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
よ
り
、水
路
蓋
の
崩
落
を
予
防
し
、

こ
れ
に
よ
る
事
故
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
が
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
を
充
実
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
上
記
認

定
判
断
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

f

な
お
、
控
訴
人
は
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の

崩
落
が
生
じ
て
か
ら
わ
ず
か
一
時
間
二
○
分
ほ

ど
の
間
で
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
事
後
に
補
修
に
当
た
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
と
主
張
す
る
。

実
際
、
本
件
歩
道
の
水
路
蓋
の
崩
落
に
つ
い

て
控
訴
人
が
本
件
事
故
発
生
前
に
知
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
崩
落
し
て
か

ら
補
修
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
件
事
故
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
本
件
事
故
の
場
合
、
事
前
に
水
路

蓋
の
崩
落
を
防
止
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
水
路
蓋
が
崩
落
し
た
後
に
お
い
て

本
件
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
本
件
歩
道
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
す
る
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。

の
緑
石
の
摩
耗
に
つ
い
て

本
件
歩
道
と
車
道
の
境
界
に
設
置
さ
れ
た
緑
石

は
、
車
道
か
ら
の
高
さ
が
約
二
0
m
あ
り
、
通
常

有
す
る
性
能
を
具
備
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
、
緑
石
の
摩
耗
が
水
路
蓋
の
破
壊
の
原

因
と
な
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

◎

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
、
本
件
歩
道
の
設
置
･
管
理
に
は
瑕
疵

が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
被
控
訴
人
は

傷
害
を
負
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
は
、
被
控
訴

人
の
損
害
に
つ
い
て
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

2

争
点
③

(過
失
相
殺
の
当
否
)
に
つ
い
て

(以
下
略
)




